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電気通信設備点検業務の事故防止のため

１７日 国民会館 ４９社 １７８名
１８日 本局 別館大会議室 ４２社 ８７名

「安全管理講習会」を開催

最近、電気通信設備の点検業務においても事

故が増加しており、本局において事故防止のた

めの「安全管理講習会」を８月１７日、１８日

の両日に開催しました。点検業務であってもエ

事と同様な路上作業もあり、安全意識の再徹底

を図ることとして協力会社も対象にして、事故

ゼロをめざして開催しました。

講習会には、９１社から２６５名の参加があ

り、技術調査課から「公共工事における事故に

ついて」と題して、全国の労働災害の発生状況

に始まり、近畿地方整備局の直轄請負工事にお

ける事故の発生状況、直轄請負工事で事故を起

こした場合の工事成績評定などを説明しました。

電気通信課からは「点検業務の安全管理につい

て」と題して、電気通信施設・設備の概要、点

検業務における事故の事例とその分析、組織と

しての安全に対する意識などについて説明をしま

した。

その後、点検請負業者から「請負者の安全管

理の取り組みについて」報告を受けました。参加

者からの「アンケート」調査では、「安全に関す

る意識を再確認した」という回答も多数あり、本

日の講習会を受け、今後さらなる点検業務の安全

管理の徹底をお願いします。

平成16年度 上半期（4月～9月）発生事故件数（速報）

平成16年度上半期の直轄請負工事におけ

る事故発生件数（速報値）は50件（第三者

が起因して工事関係者が被害を受けた、従

来の“もらい事故”は含まれない）となっ

ており、同時期としては昨年度の50件と比

べて横這いになっています。

このうち、調査や点検等の業務における

事故は４件発生しており、昨年度同時期の

５件よりは若干下まわりました。

また、今年度も工事関係者が第三者に被

害を及ぼした公衆損害事故（管理施設及び

第三者損害事故）が多発しており、事故全

体の約８割を占めています。工事関係者事

故は８件発生しています。幸いにも、死亡

事故については現在のところ発生していま

せん。（裏面につづく）
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（平成１６年８月３１日現在）

発生日時 発生場所 事 故 の 状 況

８月２４日 庁舎建築工事において、ﾊﾞｯｸﾎｳによ
兵庫県 る埋戻作業中、ﾊﾞｹｯﾄが手摺り用の単

１５：３０ 管ﾊﾟｲﾌﾟに接触して跳ね返り、側にい
た合図員が負傷した。

〔合図員：頭部裂傷〕

８月２７日 河川維持作業において、堤防天端道
奈良県 路に配備させていた消火用水のタンク

１１：３０ 車に一般車が追突した。

〔物損： 一部損傷〕タンク車

８月２７日 橋梁下部工事において、走行して来
奈良県 た一般車が、本線と副道との境に設置

１３：４０ していた工事用ﾌｪﾝｽ等に接触した。

〔物損：工事用ﾌｪﾝｽ等 破損〕

８月２８日 道路維持作業において、作業車を追
兵庫県 越車線に停車させて落下物を回収中、

１６：２５ 後続の一般車が追越車線へ車線変更し
た際、作業車に接触した。

〔物損：作業車 ドアのへこみ〕

８月３１日 歩道整備工事において、工事関係車
京都府 （ ﾀﾞﾝﾌﾟ）が資材置場へ左折で入場2t

１３：５０ しようとした際、後続のバイクと接触
した。

〔第三者：軽傷〕

８月の事故速報

発生日時 発生場所 事 故 の 状 況

８月１日 道路維持作業において、蓋板補修
大阪府 中、ｺﾝｸﾘｰﾄ養生のため覆工していた鉄

２２：００ 板の隙間で走行中の一般車が脱輪し
た。

〔物損：一般車 ホイール損傷〕

８月３日 道路舗装工事において、片側交互通
和歌山県 行規制中、規制区間の通行帯を走行中

１４：１５ の一般車が車線変更せず直進し、規制
島内の規制車に追突した。

〔物損：規制車等 一部損傷〕

８月３日 トンネル補修工事において、トンネ
兵庫県 ルの内面補強板を撤去中、飛散養生の

１４：４０ 隙間から接着樹脂の破片が飛散し走行
中の一般車に当たった。

〔物損：一般車 ﾌﾛﾝﾄｶﾞﾗｽ傷〕

８月９日 歩道整備工事において、歩道内で擁
和歌山県 壁の型枠組立作業中、走行して来た一

１３：０５ 般車が歩道内に進入し、作業していた
作業員に接触した。

〔作業員：骨折等 全治１ヶ月〕

８月２２日 橋梁下部工事において、下部施工に
奈良県 伴う国道切り回し箇所の端部に、走行

２：３０ 中の一般車が衝突した。

〔物損：保安施設等 損傷〕

８月２３日 道路防災工事において、片側交互通
兵庫県 行規制中、規制区間を走行していた一

１４：１８ 般車が、既設ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙに衝突した。

〔第三者：軽傷〕

工事種類別に見てみると、道路工事

で29件(58％)と最も多く、続いて河川

工事が多く発生しています。今年度の

特徴として、道路工事では公衆損害事

故（管理施設損害事故、第三者損害事

故）が27件発生しており、昨年度同時

期の21件を大きく上まわっています。

事故形態別に見ると、例年通り建設

機械等による事故が38件と多く発生し

ています。

内訳としては、ハンドガイド式草刈

機、肩掛式草刈機など草刈機が関係す

る事故が10件発生しており、今年度の

特徴となっています。中でも、駐車中

及び通行中の一般車に被害を与えた事

故が７件発生しています。また、バッ

クホウが関係する事故が11件と、例年

通り多発しており、その内、掘削時に

地下埋設物件を損傷させたのが５件、

作業箇所付近の既設架空線をアームで

切断した事故が２件、バケットとの接

触により作業員が負傷した事故が２件

発生しています。
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